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【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ５ 区 分
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【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 1 8 2 2 2 8 ( P 2 0 2 3 - 1 8 2 2 2 8 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 1 2 月 2 6 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 2 6 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 2 4 3
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 9 5 7 1 2 ( P 2 0 2 2 - 9 5 7 1 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ６ ２ Ｄ 1 / 2 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ６ ２ Ｄ 1 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 3 月 5 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に か か る ス テ ア バ イ ワ イ ヤ 式 の ス テ ア リ ン グ 装 置 を  
示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 関 し て 、 ス テ ア バ イ ワ イ ヤ 式 の 操 舵 ユ ニ ッ ト を 、  
後 側 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 を 示 す 、 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 関 し て 、 ス テ ア バ イ ワ イ ヤ 式 の 操 舵 ユ ニ ッ ト を 示  
す 、 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 関 し て 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト を 構 成 す る イ ン ナ  
シ ャ フ ト を 取 り 出 し て 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｂ － Ｂ 線  
拡 大 断 面 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｃ － Ｃ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 関 し て 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト を 構 成 す る イ ン ナ  
シ ャ フ ト の シ ャ フ ト 本 体 を 取 り 出 し て 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （  
Ａ ） の Ｄ － Ｄ 線 拡 大 断 面 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｅ － Ｅ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 関 し て 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト 及 び ス テ ア リ ン グ  
ホ イ ー ル を 取 り 出 し て 示 す 模 式 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル の 前 後 位 置 を  
ド ラ イ バ ー 操 作 範 囲 Ｘ の う ち で 最 も 後 方 に 移 動 さ せ た 状 態 を 示 し 、 （ Ｂ ） は 、 ス テ ア リ ン  
グ ホ イ ー ル の 前 後 位 置 を ド ラ イ バ ー 操 作 範 囲 Ｘ の う ち で 最 も 前 方 に 移 動 さ せ た 状 態 を 示 し  
、 （ Ｃ ） は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル の 前 後 位 置 を ド ラ イ バ ー 非 操 作 範 囲 Ｙ の う ち で 最 も 前  
方 に 移 動 さ せ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 実 施 の 形 態 の 第 １ 例 に 関 し て 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト を 構 成 す る イ ン ナ  
シ ャ フ ト の 製 造 方 法 を 示 す 、 断 面 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ８ の Ｆ － Ｆ 線 断 面 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 を 示 す 、 図 ５ に 相 当 す る 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平  
面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｇ － Ｇ 線 拡 大 断 面 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｈ － Ｈ 線 拡  
大 断 面 図 で あ り 、 （ Ｄ ） は （ Ａ ） の Ｉ － Ｉ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 実 施 の 形 態 の 第 ２ 例 を 示 す 、 図 ６ に 相 当 す る 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平  
面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｊ － Ｊ 線 拡 大 断 面 図 で あ り 、 （ Ｃ ） は （ Ａ ） の Ｋ － Ｋ 線 拡  
大 断 面 図 で あ り 、 （ Ｄ ） は （ Ａ ） の Ｌ － Ｌ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 実 施 の 形 態 の 第 ３ 例 を 示 す 、 図 ８ に 相 当 す る 図 で あ る 。
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【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 実 施 の 形 態 の 第 ４ 例 に 関 し て 、 ス テ ア リ ン グ シ ャ フ ト を 構 成 す る イ  
ン ナ シ ャ フ ト の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 小 径 軸 部 ７ ６ は 、 雄 ス プ ラ イ ン 部 ２ ３ の 歯 底 円 直 径 ｄ ｂ よ り も 小 さ い 外 径 Ｄ ７ ６ を 有 し  
て い る （ ｄ ｂ ＞ Ｄ ７ ６ ） 。 本 例 で は 、 小 径 軸 部 ７ ６ は 、 円 形 の 断 面 形 状 を 有 し て い る 。 つ  
ま り 、 小 径 軸 部 ７ ６ は 、 非 ス プ ラ イ ン 部 ２ ４ の 外 径 Ｄ ２ ４ よ り も 小 さ い 外 径 Ｄ ７ ６ を 有 す  
る 、 丸 棒 形 状 を 有 し て い る 。 本 発 明 を 実 施 す る 場 合 に 、 小 径 軸 部 の 断 面 形 状 と 非 ス プ ラ イ  
ン 部 の 断 面 形 状 と を 互 い に 異 な ら せ る こ と も で き る 。 ま た 、 小 径 軸 部 ７ ６ の 軸 方 向 寸 法 は  
、 雄 ス プ ラ イ ン 部 ２ ３ の 軸 方 向 寸 法 よ り も 十 分 に 短 い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 例 の 場 合 に も 、 先 ず 、 炭 素 鋼 な ど の 金 属 製 で 円 柱 状 の 素 材 に 切 削 加 工 を 施 し た 後 、 冷  
間 鍛 造 、 ホ ブ 加 工 及 び 転 造 加 工 な ど の 塑 性 加 工 （ ス プ ラ イ ン 加 工 ） を 施 す 。 こ れ に よ り 、
図 １ ３ の 下 側 か ら 順 に 、 雄 ス プ ラ イ ン 部 ２ ３ 、 非 ス プ ラ イ ン 部 ２ ４ 、 露 出 軸 部 ２ ５ を 有 す  
る 、 シ ャ フ ト 本 体 ２ ０ を 製 造 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ５ 】
　 そ の 後 、 流 動 浸 漬 法 及 び 切 削 加 工 を 施 す こ と で 、 シ ャ フ ト 本 体 ２ ０ の 外 周 面 に 樹 脂 被 覆  
部 ２ １ を 形 成 す る 工 程 を 行 う 。 こ の た め に 先 ず 、 図 １ ３ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 シ ャ フ ト  
本 体 ２ ０ の う ち の 雄 ス プ ラ イ ン 部 ２ ３ 及 び 非 ス プ ラ イ ン 部 ２ ４ を 、 溶 融 し た 合 成 樹 脂 で あ  
る 溶 融 樹 脂 ８ ０ の 中 に 浸 漬 す る 工 程 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 図 １ ３ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、  
シ ャ フ ト 本 体 ２ ０ の 外 周 面 の 下 側 半 部 に 、 樹 脂 被 覆 中 間 材 ８ １ を 形 成 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 そ の 後 、 樹 脂 被 覆 中 間 材 ８ １ の 外 周 面 に 、 シ ェ ー ビ ン グ 加 工 や ブ ロ ー チ 加 工 な ど の 切 削  
加 工 を 施 す こ と で 、 樹 脂 被 覆 中 間 材 ８ １ か ら 樹 脂 被 覆 部 ２ １ を 形 成 す る 工 程 を 行 う 。 こ の  
た め に 、 図 １ ３ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 下 側 半 部 が 樹 脂 被 覆 中 間 材 ８ １ に よ り 覆 わ れ た シ  
ャ フ ト 本 体 ２ ０ を 、 切 削 加 工 設 備 ８ ２ に セ ッ ト す る 。 こ の 際 、 露 出 軸 部 ２ ５ に 備 え ら れ た  
雄 ス ト ッ パ 部 ２ ７ を 利 用 し て 、 切 削 工 具 ８ ３ の 内 周 面 に 備 え ら れ た 凹 凸 形 状 の ス プ ラ イ ン  
加 工 部 ８ ４ と 雄 ス プ ラ イ ン 部 ２ ３ と の 円 周 方 向 に 関 す る 位 相 を 一 致 さ せ る 。 具 体 的 に は 、  
雄 ス ト ッ パ 部 ２ ７ を 構 成 す る 雄 側 溝 部 ２ ７ ｂ の 一 箇 所 乃 至 複 数 箇 所 に 、 切 削 加 工 設 備 ８ ２  
に 備 え ら れ た 位 相 決 め ピ ン ８ ５ を 係 合 さ せ る こ と で 、 雄 ス プ ラ イ ン 部 ２ ３ と ス プ ラ イ ン 加  
工 部 ８ ４ と の 位 相 を 一 致 さ せ る 。
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【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ７ 】
　 そ の 後 、 切 削 工 具 ８ ３ を 、 シ ャ フ ト 本 体 ２ ０ に 対 し て 図 １ ３ の 上 側 に 相 対 移 動 さ せ る こ  
と で 、 切 削 工 具 ８ ３ の 内 周 面 に 備 え ら れ た ス プ ラ イ ン 加 工 部 ８ ４ に よ り 、 樹 脂 被 覆 中 間 材  
８ １ の 外 周 面 を 切 削 す る 。 こ れ に よ り 、 樹 脂 被 覆 中 間 材 ８ １ の 外 周 面 に ス プ ラ イ ン ２ ２ を  
加 工 し て 、 樹 脂 被 覆 部 ２ １ を 形 成 す る 。 本 例 で は 、 こ の よ う に し て 、 シ ャ フ ト 本 体 ２ ０ と  
樹 脂 被 覆 部 ２ １ と か ら な る イ ン ナ シ ャ フ ト １ ８ を 製 造 す る 。
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